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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

消
防
出
初
式
を
挙
行
し
ま
し
た

愛
南
町
公
共
交
通
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
７
入
賞
発
表

総
務
課
か
ら

「コスモスがいっぱい」

愛南町赤水

増田圭
けい

介
すけ

さん

「峠のバス停」愛南町久良

中川八
や ち よ

千代さん

「乗継停留所」

愛南町船越

濱本秀
ひで

雄
お

さん

「
ひ
な
ま
め
」
体
験
募
集
！

入
賞

消
防
本
部
か
ら

　

１
月
21
日
、
地
域
防
災
力
の
向
上

を
目
指
し
、
平
成
30
年
愛
南
町
消
防

出
初
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
町
内
の
消
防
団
５
方
面
隊
４
８
９

人
は
、
き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
小

型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
や
分
列
行
進
等

を
行
い
、
平
城
小
、
城
辺
小
、
一
本

【
平
成
30
年
愛
南
町
消
防
出
初
式　

　
　
　
　
　

  

被
表
彰
者（
敬
称
略
）】

愛
媛
県
知
事
表
彰

　

●
功
労
章

　
　

西
海
方
面
隊　

第
２
分
団

　
　

分
団
長　

吉
田
雄ゆ

う

一い
ち

ほ
か
５
名

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

●
功
績
章

　
　

一
本
松
方
面
隊　

本
部

　
　

副
団
長　

岡
原　

正
た
だ
し

ほ
か
３
名

　

●
勤
続
章

　
　

城
辺
方
面
隊　

第
４
分
団

　
　

班
長　
　

砂
田
達た

つ

也や

ほ
か
39
名

　

●
感
謝
状　

家
族
内
助
の
功
労
者

　
　

城
辺　
　

木
村
み
さ
子

愛
南
町
長
表
彰

　
　

御
荘
方
面
隊　

第
４
分
団

　
　

班
長　
　

田
中
博ひ

ろ

樹き

ほ
か
９
名

愛
南
町
消
防
団
長
表
彰

　
　

内
海
方
面
隊　

第
３
分
団

　
　

分
団
長　

松
原　

靖
お
さ
む

ほ
か
17
名

松
小
の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
児
童
97

人
も
、
息
の
合
っ
た
行
進
や
服
装
点

検
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
活
動
に
功
労
し
た
団

員
等
に
対
し
て
、知
事
や
消
防
協
会
長

等
か
ら
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
南
町
内
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
な
ど
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
「
愛
南
町
公
共
交

通
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
７
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
で
は
、「
ひ
な
ま
め
作
り

体
験
」
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
子

ど
も
に
も
人
気
の
「
ひ
な
ま
め
」
を

家
族
や
友
人
と
一
緒
に
楽
し
く
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
11
日
㈰ 

10
時
か
ら

場
所　

農
家
民
宿
「
花
ご
よ
み
」

　
　
　

（
城
辺
甲
４
８
７
７
）

定
員　

15
名（
先
着
順
）

体
験
料　

１
人　

１
５
０
０
円

申
込
締
切　

３
月
８
日
㈭
ま
で

問
合
せ　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

 

℡
７
２
―

７
３
１
１

入賞

入賞
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差
別
や
偏
見
の
な
い
町
へ

　

「
愛
南
町
人
権
ふ
ぉ
ー
ら
む

　

２
０
１
８
」
を
開
催

農
業
経
営
に
お
け
る
家
族
経
営
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

農
業
委
員
会
か
ら

集合写真の前列中央が山口深
ふかし

さん、右が昭
あき

子
こ

さん

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
！
異
文
化
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

城
辺
公
民
館
・
平
城
公
民
館
か
ら

人
権
啓
発
室
か
ら

　

人
と
人
が
つ
な
が
る
学
習

を
通
し
て
、
参
加
者
一
人
ひ
と

り
の
人
権
感
覚
・
人
権
意
識
を
高
め

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
「
愛
南
町
人

権
ふ
ぉ
ー
ら
む
２
０
１
８
」
を
御
荘

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
第
37
回
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
城
辺
中
学
校
２
年

の
吉
田
怜れ
い

可か

さ
ん
と
中
川
み
ど
り
さ

ん
が
作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た

部
落
差
別
解
消
推
進
法
に
つ
い
て
の

講
演
や
大
洲
市
、
四
国
中
央
市
の
人

権
啓
発
活
動
の
事
例
を
交
え
た
研
究

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
子
ど
も
た
ち
だ

け
が
頑
張
る
の
で
は
な
く
、
大
人
が
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
た

く
さ
ん
の

意
見
が
出

さ
れ
ま
し

た
。

2/2 1/27
　

楽
し
み
な
が
ら
英
会
話
を

学
び
、
異
文
化
へ
の
理
解
を

深
め
よ
う
と
「
異
文
化
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
」(
城
辺
公
民
館
と
平
城
公

民
館
の
共
催)
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
３
人
の
Ａ
Ｌ

Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）と
中
学
生
か

ら
一
般
ま
で
46
人
が
参
加
、
３
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
英
語
で
自
己
紹

介
し
た
り
、
英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
竹
村し
ょ
う昇

丸ま
る

く
ん（
城
辺

中
２
年
）は
、「
普
段
の
授
業
と
は
違

う
英
語
が
聞
け
た
の
で
、
今
後
の
学

習
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

城
辺
公
民
館
と
平
城
公
民
館
で
は
、

月
に
２
回
、夜
間
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
講
師
と

し
て
英
会
話
教
室
を
開
講
し
て
い
ま

す
。
関
心
の
あ
る
方
は
各
公
民
館
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

   

城
辺
公
民
館 

℡
７
２
―

０
０
６
５

   
平
城
公
民
館 

℡
７
２
―

１
０
１
１

　

愛
媛
県
愛
南
庁
舎
で
、
農

業
関
係
者
立
ち
合
い
の
も

と
、「
愛
南
町
の
農
業
経
営
に
お
け

る
家
族
経
営
協
定
締
結
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
家
族
で
取

り
組
む
農
業
経
営
に
つ
い
て
、
経

営
の
方
針
や
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役

割
、
就
業
条
件
・
就
業
環
境
を
話
し

合
い
、
取
り
決
め
る
制
度
の
こ
と
で

す
。
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
、
計
画
的

か
つ
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的
に
農
業
に

取
り
組
み
、
農
業
経
営
に
プ
ラ
ス
の

効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

今
回
協
定
を
締
結
し
た
の
は
広
見

地
区
在
住
の
山
口
深
ふ
か
し

さ
ん
、
昭あ
き

子こ

さ

ん
で
す
。
深
さ
ん
は
「
町
内
の
他
の

農
業
者
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
農
業

経
営
を
目
指
し
ま
す
」
と
抱
負
を
述

べ
、
昭
子
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

問
合
せ　

   

農
業
委
員
会 

℡
７
２
―

７
３
１
１

1/27
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

「
親
子
で
ぎ
ょ
し
ょ
く
」

生
涯
学
習
課
か
ら

中田さん　松岡さん

「
元
気
歯
つ
ら
つ
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
　

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

保
健
福
祉
課
か
ら

が
ん
ば
れ
！
愛
媛
Ｆ
Ｃ
！

生
涯
学
習
課
か
ら

　

１
月
28
日
㈰
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
「
親
子
で
ぎ
ょ
し
ょ
く
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
一
緒
に
料
理
を
す
る
こ

と
で
子
ど
も
と
ゆ
っ
く
り
向
き
合
う

機
会
、
他
の
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
の

機
会
を
作
り
、
子
育
て
を
楽
し
く
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
家
庭
教
育

支
援
チ
ー
ム
「
あ
い
な
ん
子
育
て
応

援
グ
ル
ー
プ
」
が
実
施
し
た
も
の
で

す
。

　

今
回
は
、
愛
南
漁
協
女
性
部
の
協

力
の
も
と
、
鯛
を
使
っ
た
料
理
を
作

り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
８
組
の
親
子
は
、
協
力

し
合
い
な
が
ら
、
鯛
レ
ッ
丼
・
鯛

ピ
ザ
ロ
ー
ル
・
鯛
の
塩
が
ま
・
カ
ル

パ
ッ
チ
ョ
・
う
し
お
汁
・
ち
り
め
ん

サ
ラ
ダ
の
６
品
を
作
り
、
昼
食
と
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
初
め
て
鯛
を

切
っ
た
が
、
き
れ
い
に
切
る
こ
と

が
で
き
た
。」「
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
。
家
で
も
一
緒
に
作
り
た
い
。
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

80
歳
以
上
で
ご
自
分
の
歯
が
20
本

以
上
あ
る
方
を
対
象
に
愛
媛
県
が
実

施
す
る
「
元
気
歯
つ
ら
つ
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
愛
南
町
か
ら
５
人
の
方
が
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
好
き
嫌

い
せ
ず
何
で
も
食
べ
、
磨
き
残
し
が

な
い
よ
う
歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て
磨

い
た
り
、
定
期
的
に
歯
科
受
診
し
、

歯
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る

と
、
食
生
活
に
ほ
ぼ
満
足
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
お
元
気
で
、
ご
自
分
の
歯

で
食
べ
る
楽
し
み
を
持
ち
続
け
て
く

だ
さ
い
。

〈
入　

賞
〉　

中
田　

稔と
し

男お

（
久
良
）

 （
敬
称
略
）　

松
岡　

好よ
し

雄お

（
緑
）

　
　
　
　
　

山
本　

榮え
い

子こ

（
城
辺
甲
）

　
　
　
　
　

坂
井　

ヨ
シ
コ（
樫
月
）

　
　
　
　
　

小
田
原　

秀ひ
で

子こ

（
船
越
）

　

今
年
も
ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム

（
愛
媛
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
）
で
愛
南
町
の
マ
ッ
チ
タ
ウ
ン
ゲ

ー
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

３
月
17
日
㈯　

　
　
　

16
時
キ
ッ
ク
オ
フ

対
戦
相
手　

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本

　

こ
の
日
は
、
愛
南
町
に
お
住
ま
い

で
、高
校
生
以
下
の
児
童
・
生
徒
の
方

は
無
料
で
、
そ
れ
以
外
の
方
も
オ
レ

ン
ジ
自
由
席（
バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
）に

て
お
一
人
様
１
０
０
０
円（
通
常
前
売

１
５
０
０
円
）で
観
戦
で
き
ま
す
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
、
生
涯
学
習
課
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

  

生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―
１
１
１
２



p11 広報あいなん 2018.3

愛
南
の
冬
の
味
覚
味
わ
っ
て
！

「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
愛
南
！
冬
の
陣
」

　

愛
南
町
の
冬
の
味
覚
を
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と

愛
南
！
冬
の
陣
」（
主
催
：
愛
南
食
の
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
）が
２
月

11
日
㈰
南
レ
ク
ロ
ッ
ジ
前
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
来
場
客
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

商
工
観
光
課
か
ら

　

今
回
は
特
別
に
町
内
で
育
て
ら
れ
て
い

る
完
全
養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー

も
行
わ
れ
、
約
50
㎏
の
マ
グ
ロ
が
宇
和
島

水
産
高
校
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
ル
Ｏ
Ｇ
の
松

本
唯ゆ
い

さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
鮮
や
か
に
さ
ば

か
れ
る
と
、
見
守
っ
た
お
客
さ
ん
か
ら
大

き
な
拍
手
が
起
き
ま
し
た
。

　

時
折
雪
が
舞
う
寒
い
日
で
し
た
が
、
人

気
の
か
き
食
べ
放
題
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
イ

ベ
ン
ト
開
始
前
か
ら
列
が
で
き
、
友
人
や

家
族
と
訪
れ
た
人
た
ち
が
焼
き
が
き
や
蒸

し
が
き
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

松
山
市
を
朝
５
時
30
分
に
出
発
し
て
１

番
目
に
並
ん
だ
福
田
政ま
さ

道み
ち

さ
ん
は
「
身
は

大
き
い
し
、
甘
み
が
あ
っ
て
お
い
し
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

大人気!かき食べ放題コーナー
イベント開始の2時間前から行列ができるほどの人気ぶり。プリップリのかきに身も心も満たされます。

今が旬の寒ブリは
ブリしゃぶで!
温かいブリしゃぶを食べて

思わず笑顔がこぼれました。

もちつき体験コーナー

かきの数当てクイズ

完全養殖
クロマグロの解体ショー!
フィッシュガールOG松本唯さんが鮮やかに解体しました!!

こぼさないで!
かきのすくい取り
スコップで豪快にすくいます!

お見事!

3人の方が

ピタリ賞でした!

よいし
ょっ

よいし
ょっ
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

四
国
横
断
自
動
車
道 

宿
毛
〜
内
海
間
の

早
期
事
業
化
要
望
を
行
い
ま
し
た

濱
本
秀ひ

で

雄お

さ
ん
が
フ
ォ
ト
部
門
で
知
事
特
別
賞

愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
フ
ォ
ト
・
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

生
涯
学
習
課
か
ら

高橋克
かつ

法
のり

国土交通大臣政務官に要望説明を行う

清水雅
まさ

文
ふみ

愛南町長

高橋克
かつ

法
のり

国土交通大臣政務官（中央）に要望書を手渡す清水雅
まさ

文
ふみ

愛

南町長、（写真左側から）中西哲
さとし

参議院議員、高野光
こう

二
じ

郎
ろう

参議院議

員、井原巧
たくみ

参議院議員、山本公
こう

一
いち

衆議院議員、多田佳
か

代
よ

さん、山

本順
じゅんぞう

三参議院議員、（写真右下）宮下一
いち

郎
ろう

愛南町議会議長　ほか7名

建
設
課
か
ら

　

愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
・
え
ひ

め
大
会
実
行
委
員
会
が
開
催
し
た

「
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
フ
ォ
ト
・
絵
画
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
フ
ォ
ト
部
門
に
お
い

て
、
濱
本
秀ひ
で

雄お

さ
ん（
船
越
）の
作
品

「
愛
顔
つ
な
げ
ま
〜
す
!!
」
が
知
事

特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
絵
画
部
門
で
は
、
町
内
の

小
学
校
か
ら
６
人
の
児
童
が
佳
作
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
を
含
む
全
応
募
作
品

は
、
愛
媛
県
美
術
館
で
展
示
さ
れ
た

後
、県
内
20
市
町
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
フ
ォ
ト
・

　

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者（
町
内
）

フ
ォ
ト
部
門

　

知
事
特
別
賞

　
　

濱
本
秀ひ
で

雄お

さ
ん

　
　

「
愛
顔
つ
な
げ
ま
〜
す
!!
」

　

２
月
７
日
、「
四
国
西
南
地
域

道
路
整
備
促
進
協
議
会（
会
長
：

清
水
雅
文
愛
南
町
長
）
」
と
、
愛

南
町
と
宿
毛
市
の
部
会
役
員
は
、

東
京
都
内
で
愛
媛
県
・
高
知
県
選

出
国
会
議
員
と
共
に
、
国
土
交
通

大
臣
政
務
官
な
ど
と
面
会
し
、
四

国
横
断
自
動
車
道
・
宿
毛
〜
内
海

間（
約
30
キ
ロ
）の
早
期
事
業
化
な

ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

愛
南
町
は
、
四
国
の
最
南
端
に

位
置
し
、
地
理
的
、
地
形
的
要
因

に
よ
っ
て
、
高
速
道
路
を
は
じ
め

と
す
る
道
路
整
備
が
遅
れ
、
産
業

や
経
済
の
面
で
も
立
ち
遅
れ
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

発
生
確
率
が
高
ま
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
対
策
の
観
点
か
ら
も
高

速
道
路
の
早
期
整
備
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
段
階
評
価

の
早
期
完
了
を
強
く
要
望
し
ま
し

た
。

展
示
期
間

展
示
場
所

２
月
９
日
㈮

〜
18
日
㈰

愛
媛
県
美
術
館

３
月
15
日
㈭

〜
26
日
㈪

DE
・
あ
・
い
・
21

絵
画
部
門

佳
作

　

小
１　

船
越
小
学
校　

中
平
純
じ
ゅ
ん
ぺ
い

平
く
ん

　
　

「
み
ん
な
で
お
う
え
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
子
サ
ッ
カ
ー
」

　

小
２　

城
辺
小
学
校　

澤
近
実み

祈の
り

さ
ん

　
　

「
が
ん
ば
っ
て
!!
」

　

小
３　

柏
小
学
校　

芝
﨑
羚
り
ょ
う
せ
い

惺
く
ん

　
　

「
山
の
下
の
花
う
え
」

　

小
４　

柏
小
学
校　

山
口　

朔さ
く

く
ん

　
　

「
ヘ
デ
ィ
ン
グ
対
決
」

　

小
６　

家
串
小
学
校　

伊
勢
雅み
や

姫び

さ
ん

　
　

「
中
道
選
手
、
金
メ
ダ
ル
！
」

　

小
６　

緑
小
学
校　

菊
池
亜あ

み

か

美
花
さ
ん

　
　

「
女
子
サ
ッ
カ
ー
岡
山
県
の
応
援
」

問
合
せ　

  

生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―
１
１
１
２
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介
護
慰
労
金
と
紙
お
む
つ
の
支
給
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

平成30年度病児保育事業の事前登録開始について

事前登録 病気になった
前日または当日

・岡沢クリニックで診察

・他院で診察

診察後

テレサルームへ

※病児保育事業利用申請書

※他院の場合は診療情報提供書が必要

※病児保育事業登録申込書 

（保健福祉課へ）

高
齢
者
支
援
課
か
ら

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
、
支
給
対
象

者
を
拡
充
し
ま
す
。

【
変
更
点
】

◆
支
給
条
件

　

「
日
常
生
活
動
作
の
状
況
」
の
状

態
要
件
に
該
当
す
る
状
態
が
６
か
月

以
上
継
続
し
て
い
る
人
お
よ
び
重
度

の
認
知
症
で
、65
歳
以
上
の
ね
た
き

り
老
人
等
と
同
居
し
、生
計
を
同
じ
く

す
る
人
で
、６
か
月
以
上
継
続
し
て
こ

の
介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
介
護
者
。

   　
　
　

 

　

「
日
常
生
活
動
作
の
状
況
」
の
状

態
要
件
に
該
当
す
る
状
態
が
３
か
月

以
上
継
続
し
て
い
る
人
お
よ
び
重
度

の
認
知
症
で
、65
歳
以
上
の
ね
た
き

り
老
人
等
と
同
居
し
、生
計
を
同
じ
く

す
る
人
で
、３
か
月
以
上
継
続
し
て
こ

の
介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
介
護
者
。

◆
支
給
対
象
者

　

愛
南
町
に
住
所
を
有
し
、
住
民
税

非
課
税
世
帯

   　
　
　

 

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
を
削
除

◆
介
護
慰
労
金
支
給
額

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、
月

額
７
５
０
０
円
（
た
だ
し
、
介
護
保

険
適
用
の
通
所
介
護
お
よ
び
訪
問
介

護
等
の
利
用
者
は
、
月
額
５
０
０
０

円
）
を
支
給
。

   　
　
　

 

　

右
記
に
加
え
、
住
民
税
課
税
世
帯

に
対
し
、
月
額
３
０
０
０
円
を
支
給
。

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
、
支
給
対
象

者
を
拡
充
し
ま
す
。

【
変
更
点
】

◆
支
給
対
象
者

　

在
宅
で
６
か
月
以
上
ね
た
き
り
の

状
態
ま
た
は
認
知
症
お
よ
び
障
が
い

が
あ
っ
て
紙
お
む
つ
を
使
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
態
の
人
。

   　
　
　

 

　
　
　
　
　

　

在
宅
で
３
か
月
以
上
ね
た
き
り
の

状
態
ま
た
は
認
知
症
お
よ
び
障
が
い

が
あ
っ
て
紙
お
む
つ
を
使
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
態
の
人
。

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課 

 

℡
７
２
―
７
３
２
５

保健福祉課から

　愛南町では、お仕事などで忙しい保護者に代わって、保育園や幼稚園、学校等に行くことができる状

態でないお子さんを、日中のみお預かりして、保育士・看護師が協力して保育看護する病児保育事業を

実施しています。利用には事前の登録が必要です。登録される方は保健福祉課・各支所までお越しくだ

さい。なお、保育施設に在籍の方は、その施設で取りまとめをします。

対 象 者　生後3か月から小学校6年生までの児童

利用時間　月曜日～土曜日　※第1・3土曜日、日曜、祝祭日、お盆、年末年始は除く

　　　　　8時30分～17時30分

場　　所　岡沢クリニック　テレサルーム

利 用 料　　　　　　　　　　　一日　　　半日

　　　　　住民税課税世帯　　2,000円　1,000円

　　　　　住民税非課税世帯　1,000円　　500円

　　　　　愛南町外の世帯　　4,000円　2,000円

利用の流れ

問合せ 　保健福祉課 ℡７２ ―１２１２

ね
た
き
り
老
人
等

介
護
慰
労
金
支
給
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

在
宅
ね
た
き
り
老
人
等

紙
お
む
つ
支
給
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
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往信 返信 往信 返信

町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

「往信用表面」「返信用裏面」

①郵便番号
②住　所
③お名前

①郵便番号
②住所
③名前(ふりがな)
④年齢
⑤性別
⑥電話番号
⑦職業※中学生・高
　校生・大学生は部
　活動なども記入
⑧曲目と歌手名
⑨選曲理由

何も書かない
でください。

（選出結果を
印刷してご返
送します）。

(住所不要)

NHK松山放送局
「NHKのど自慢」

出場係

「返信用表面」「往信用裏面」
7 9 0  8 5 0 1

「往信用表面」「返信用裏面」

①郵便番号
②住　所
③お名前

①郵便番号
②住　所
③名　前
④電話番号

何も書かない
でください。

（選出結果を
印刷してご返
送します）。

(住所不要)

愛南町役場
商工観光課

「NHKのど自慢」
観覧係

「返信用表面」「往信用裏面」
7 9 8  4 1 9 6

　NHK松山放送局と愛南町では、「NHKのど自慢」を実施します。

　出場、観覧をご希望の方は、次の要領でお申し込みください。

「NHKのど自慢」出場者・観覧者募集！

日　時：平成30年4月22日㈰
開　  場：午前11時　開演：午前11時45分　終演予定：午後1時30分
会　　場：愛南町御荘文化センター（愛媛県南宇和郡愛南町御荘平城3063番地1）
主　　催：NHK松山放送局、愛南町
出演予定：予選を通過した20組程度のみなさん
ゲ ス ト：竹島　宏、天童　よしみ
放送予定：平成30年4月22日㈰
　　　　　午後0時15分～1時
　　　　　〈総合・ラジオ第1・国際放送〉（生放送）

「往信用裏面」に①郵便番号②住所③名前(ふりがな)④年齢⑤性
別⑥電話番号⑦職業※中学生・高校生・大学生は部活動なども
記入⑧歌う曲目とその歌手名⑨選曲理由

「返信用表面」に①郵便番号②住所③名前を明記して
＊応募者の中から250組程度を選出のうえ、前日の予選会にご出場

いただきます。当選の方には予選会のご案内を、落選の方には落
選通知を4月2日㈪頃発送します。

＊中学生以上の方で、原則としてアマチュアの方が対象です。(中学
生は予選会・本選どちらも保護者の同伴が必要です。保護者の名
前と電話番号も記入してください。)

＊応募は1人(組)1通に限ります。
＊グループでお申し込みの場合は、全員の名前(ふりがな)と年齢、

性別、職業を明記のうえ、代表者がお申し込みください。
＊応募後の曲目・出場者の変更はできません。
＊記入に不備があった場合は無効となりますのでご注意ください。
＊「返信用裏面」には選出結果を印刷しますので、白紙のままお送り

ください。紙・シール等の貼り付け、修正液のご使用もご遠慮く
ださい。

あ て 先：〒790-8501
　　　　　NHK松山放送局「NHKのど自慢」出場係
締め切り：平成30年3月13日㈫〈必着〉

問合せ 　NHK松山放送局 電話089-921-1111（午前10時～午後6時／土・日・祝日を除く）
　　　　　　ホームページ http://www.nhk.or.jp/matsuyama/

　愛南町役場商工観光課　電話0895-72-7315（午前8時30分～午後5時15分／土・日・祝日を除く）
※ご応募の際にいただいた情報は、選出・抽選結果のご連絡のほか、NHKでは受信料のお願いに使用させていただ

くことがあります。

「往信用裏面」に①郵便番号②住所③名前④電話番号
「返信用表面」に①郵便番号②住所③名前を明記して

＊応募多数の場合は、抽選のうえ、当選の方には入場整理券(1枚で
2人入場可)を、落選の方には落選通知を4月10日㈫頃発送します。

＊1歳以上のお子様から入場整理券が必要です。
＊記入に不備があった場合は無効となりますのでご注意ください。
＊「返信用裏面」には抽選結果を印刷しますので、白紙のままお送り

ください。紙・シール等の貼り付け、修正液のご使用もご遠慮く
ださい。

＊インターネット等での入場整理券の売買は固くお断りします。転
売を目的としたお申し込みであると判明した場合は抽選対象外と
します。また、売買が確認された場合は入場をお断りします。

＊インターネット売買サイト等での入場整理券の偽造や架空出品に
ともなうトラブルが発生しておりますので、くれぐれもご注意く
ださい。

＊予選会の観覧については、3月中に、NHK松山放送局ホームペー
ジなどでご案内いたします。

あ て 先：〒798-4196
　　　　　愛南町役場商工観光課「NHKのど自慢」観覧係
締め切り：平成30年3月26日㈪〈必着〉

観覧申込出場申込
郵便往復はがき(私製を除く)でお申し込みくださ
い。入場は無料ですが、入場整理券が必要です。

郵便往復はがき(私製を除く)でお申し込み
ください。

4月21日㈯開会：午前11時45分
結果発表：午後5時30分頃予定（当日発表）

〈
予
選
会
〉

天童　よしみ竹島　宏
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御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
に
「
愛
結
び
コ
ー
ナ
ー
」
の
特
設
会
場
が

開
設
さ
れ
ま
す

企
画
財
政
課
か
ら

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
が
運

営
す
る
「
愛
結
び
」
で
は
、
ま
ず
独

身
男
女
が
自
身
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を

登
録（
会
員
登
録
）し
て
、
相
手
情
報

を
閲
覧
し
、
お
会
い
し
た
い
方
を
探

し
ま
す
。
そ
の
後
、
え
ひ
め
結
婚
支

援
セ
ン
タ
ー
が
個
別
に
お
引
き
合
わ

せ
を
行
い
ま
す
。

　

会
員
登
録
、
閲
覧
を
す
る
場
合

は
事
前
に
予
約
を
行
い
、「
愛
結
び

コ
ー
ナ
ー
」
へ
直
接
行
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

次
の
期
間
中
、
御
荘
文
化
セ
ン

タ
ー
に
特
設
会
場
が
開
設
さ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
開
設
場
所
】

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

　

３
階
研
修
室

【
開
設
日
時
】

３
月
７
日
㈬

17
時
〜
19
時（
受
付
）

３
月
18
日
㈰

11
時
〜
15
時（
受
付
）

問
合
せ　

　

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　

南
予
大
洲
事
務
所

 

℡
０
８
９
３
―

５
７
―

６
７
０
５

　

企
画
財
政
課 
℡
７
２
―

７
３
１
７

税
務
課
か
ら

　

縦
覧
制
度
と
は
、
納
税
者（
納
税
義

務
者
の
う
ち
、
免
税
点
未
満
で
課
税

さ
れ
な
い
方
を
除
く
。）ご
本
人
の
固

定
資
産
の
価
格
が
適
正
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
た
め
に
、比
較
し
た
い
土
地

ま
た
は
家
屋
の
価
格
を
縦
覧
帳
簿
で

確
認
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

は
、
町
内
に
所
在
す
る
土
地
ま
た
は

家
屋
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税

を
納
税
す
る
方
が
、
比
較
し
た
い
土

地
ま
た
は
家
屋
の
地
番
を
指
定
し
、

縦
覧
期
間
中
に
限
り
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

縦
覧
方
法
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・
価
格
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
・
家
屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・
建
築
年
・
床
面

積
・
価
格
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

縦
覧
期
間

４
月
２
日
㈪
〜
５
月
１
日
㈫ 

８
時
30
分
〜
17
時

※
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
。

縦
覧
場
所

本
庁
税
務
課

縦
覧
で
き
る
人

・
町
内
に
所
在
す
る
土
地
ま
た
は
家
屋
に
対
し
て
課

す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者
及
び
そ
の
同
一
世
帯

で
生
計
を
一
に
す
る
親
族

・
納
税
管
理
人

・
納
税
者
に
委
任
を
受
け
た
代
理
人(

委
任
状
が
必

要
で
す
。）

持
参
す
る
も
の

・
印
鑑

・
納
税
通
知
書
ま
た
は
運
転
免
許
証
等
、
本
人
で
あ

る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の

縦
覧
の
目
的
が
制
度
以
外
の
目
的
と
思
わ
れ
る
場
合
、
縦
覧
を
お
断
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
縦
覧
期
間
以
外
は
、
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
公
開
は
一
切
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

税
務
課 
℡
７
２
―

７
３
０
１

新
婚
さ
ん
の
新
生
活
を
応
援
し
ま
す

企
画
財
政
課
か
ら

　

愛
南
町
で
は
、
新
婚
世
帯
を
対
象

に
、
婚
姻
に
伴
う
新
居
の
取
得
、
新

居
の
賃
借
、
新
居
へ
の
引
越
し
費
用

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

平
成
29
年
６
月
22
日
か
ら
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を
提
出

し
、
受
理
さ
れ
た
夫
婦

　

世
帯
所
得
３
４
０
万
円
未
満
の
新

婚
世
帯

【
補
助
金
額
】

　

一
世
帯
当
た
り
上
限
24
万
円

【
申
請
期
間
】

　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 　

　

企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

  

税
務
課
等
か
ら

3
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

国

民

健

康

保

険

税

10期分/
10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

9期分/
9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、

ま
ず
督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し

て
い
ま
す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す

と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
が
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
の
振
替
日
は
毎
月

21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と

な
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
一
時
保
育
利
用
の
ご
案
内

今
月
の

 

年
金
出
張
相
談
（
予
約
制
）

 

○
３
月
16
日
㈮

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ　

宇
和
島
年
金
事
務
所

　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　

電
話
受
付
対
応
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

平
成
30
年
４
月
分
か
ら
の
、

国
民
年
金
保
険
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
民
課
か
ら

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
納
め

る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
納
め
忘
れ

の
防
止
や
、
金
融
機
関
に
行
く
手
間

と
時
間
を
省
く
た
め
、
１
年
間
あ
る

い
は
一
定
期
間
ま
と
め
て
納
め
る
前

納
制
度
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。
国
民

年
金
を
前
納
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま

す
。

○
現
金
納
付
の
場
合

・
４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
案
内
書
に
入
っ

て
い
る
「
前
納
納
付
書
」
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。（
納
付
期
限
は

平
成
30
年
４
月
末
日
）

・
５
月
以
降
の
前
納
も
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
納
付
書
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
お
近
く
の
年
金
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
申
込
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
前

納
に
な
り
ま
す
。）

【
平
成
30
年
４
月
分
〜

平
成
31
年
３
月
分
】

１
か
月
ず
つ
納
付

　
　

19
万
６
０
８
０
円

　

（
１
万
６
３
４
０
円
×
12
か
月
）

ま
と
め
て
12
か
月
納
付

　
　

19
万
２
６
０
０
円

　

（
12
か
月
前
納

　
　
　
　
　

割
引
額
３
４
８
０
円
）

ま
と
め
て
６
か
月
納
付 

　
　
　

９
７
２
４
０
円

　

（
６
か
月
前
納 

　
　
　
　
　

割
引
額
８
０
０
円
）

問
合
せ　

　
宇
和
島
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　
　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

平
成
30
年
４
月
か
ら

１
か
月
の
国
民
年
金
保
険
料
額

　
　

１
万
６
３
４
０
円

(

平
成
29
年
度
保
険
料
額

　

１
万
６
４
９
０
円
か
ら

１
５
０
円
引
き
下
げ)

保
健
福
祉
課
か
ら

　

愛
南
町
で
は
、
子
育
て
家
庭
を
応

援
す
る
た
め
、
一
時
保
育
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
傷
病
、

入
院
、
家
族
の
看
護
な
ど
緊
急
を

要
す
る
と
き
や
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、

集
団
保
育
の
体
験
、
兄
弟
の
学
校
行

事
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
理
由
で

も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
平
成
30
年
４

月
か
ら
一
時
保
育
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
登
録
申
請
が
必
要
で
、

受
付
は
３
月
か
ら
行
い
ま
す
。

　

（
申
請
書
は
保
健
福
祉
課
・
各
支

所
・
町
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
に
用

意
し
て
い
ま
す
。）

　

一
時
保
育
を
上
手
に
活
用
し
、
子

育
て
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

実
施
保
育
所 

町
立
緑
保
育
所 

℡
７
２
―
０
８
９
７

対
象
児
童

　

保
育
所
に
入
所
し
て
い
な
い
満
１

歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
集
団

保
育
が
可
能
な
児
童

利
用
登
録
の
手
順

①
緑
保
育
所
に
面
接
日
予
約
の
電
話

②
緑
保
育
所
に
申
請
書
を
提
出
。
同

時
に
児
童
同
伴
で
面
接

③
審
査
、
決
定

④
保
護
者
に
承
諾
書
等
を
送
付

利
用
申
込
み

　

承
諾
書
に
記
載
の
あ
る「
登
録
番

号
」
に
よ
り
、
緑
保
育
所
に
電
話
等

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
日
数
や
保
育
料
等
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

  

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―
１
２
１
２
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アカデミー

訪問介護員等のための
食育講座を開催しました!

食育
５
歳
児
健
診
歯
科
表
彰

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
等
の
廃
車
、
名
義
変
更
は
３
月
30
日
㈮
ま
で
に
！

ス
マ
の
大
量
生
産
技
術
開
発
な
ど
に
つ
い
て
事
業
説
明

保
健
福
祉
課
か
ら

 

高
橋　

大は
る

翔と 

く
ん 

御
荘
平
城

　

愛
南
町
で
は
、
５
歳
児
健
康
診
査

で
、
む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ

ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
に
実
施
し
ま
し
た
５
歳
児
健

診
で
は
19
名
の
受
診
者
の
中
で
13
名

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

 

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
磨
き
を

し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

 

清
水　

葵あ
お

生い 

ち
ゃ
ん 

御
荘
平
城

 

山
下　

優ゆ

菜な 

ち
ゃ
ん 

御
荘
平
城

 

中
村　

柚ゆ

月づ
き 

く
ん 

御
荘
長
月

 

前
田　

彩あ
や

那な 

ち
ゃ
ん 

御
荘
平
城

 

尾
上　

泰た
い

志し 

く
ん 

御
荘
平
城

 

髙
橋　

諒
り
ょ
う 

く
ん 

城
辺
甲

 

瀧
口　

隼は
や

士と 

く
ん 

深
浦

 

八
木
淳じ
ゅ

之ん
の

介す
け 

く
ん 

城
辺
甲

 

宮
本　

莉り

代よ 

ち
ゃ
ん 

城
辺
甲

 

中
平　

夢ゆ

望の
ん 

ち
ゃ
ん 

樫
月

 

大
西　

風ふ
う

駕が 

く
ん 

広
見

 

田
中　

歌か

月づ
き 

く
ん 

増
田

税
務
課
か
ら

　

使
用
し
て
い
な
い
バ
イ
ク
、
軽
自

動
車
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
30
年
４
月
１
日
時
点
で
、
原

付
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
等
を
所
有
し

て
い
る
方
に
は
、
平
成
30
年
度
の
軽

自
動
車
税
が
か
か
り
ま
す
。
す
で
に

廃
車
し
た
、
人
に
譲
っ
た
、
ま
た
は

盗
難
に
あ
っ
た
場
合
等
で
、
ま
だ
廃

車
手
続
、
ま
た
は
名
義
変
更
手
続
を

行
っ
て
い
な
い
方
は
、
平
成
30
年
３

月
30
日
㈮
ま
で
に
必
ず
手
続
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

税
務
課 

℡
７
２
―
７
３
０
１

　2 月 2 日（金）城辺保健福祉センターで、訪問介護

員等のための食育講座を開催しました。この講座は、

日頃から高齢者にかかわり、食べることの大切さや

楽しさを伝えている訪問

介護員等の食に関する知

識や技術の向上を目的に

行っています。

　調理実習では、簡単で

バランスのよい冬野菜を

使った料理作りを行い、学習会ではアポトライの井

上薬剤師から薬の飲み合わせ、食べ合わせ、タイミ

ングや方法など知っているようで知らない正しい薬

の服用について説明を受けました。皆さん熱心に楽

しく学んでいました。

水
産
課
か
ら

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
第
８
回
愛

南
町
水
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
「
え
ひ
め

水
産
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス

テ
ム
キ
ッ
ク
オ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

合
同
開
催
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
大
学
と
愛
媛
県
は
、
文
部

科
学
省
の
「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
採
択
を
受
け
て
、「
ス
マ
」

を
モ
デ
ル
と
し
た
新
養
殖
産
業
創

出
と
養
殖
産
業
の
構
造
改
革
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ

ン
タ
ー（
南
水
研
）の
教
授
ら
が
ス

マ
の
大
量
生
産
技
術
開
発
な
ど
に

つ
い
て
、事
業
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
水
産
養
殖
に
お
け
る
Ｉ

ｏ
Ｔ
活
用
の
可
能
性
」
と
題
し
て

基
調
講
演
を
行
っ
た
ウ
ミ
ト
ロ
ン

株
式
会
社
の
藤
原
謙け
ん

代
表
取
締
役

は
、
す
で
に
町
内
で
運
用
を
開
始
し

て
い
る
摂
餌
の
様
子
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
紹
介
し
、
「
魚
群
行
動
と
給
餌
時

間
帯
を
比
較

す
る
な
ど
、

デ
ー
タ
解
析

も
行
っ
て
給

餌
最
適
化
を

目
指
し
て
い

る
」
と
話
し

ま
し
た
。

習会 はアポトライ 井

スマの大量生産技術開発について事

業説明する南水研の松原孝
たか

博
ひろ

教授

「水産養殖における

IoT活用の可能性」に

ついて語るウミトロ

ン株式会社の藤原謙
けん

代表取締役


